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季節の室礼
季節を盛る　言葉を盛る　心を盛る

「室
しつ

礼
らい

」とは一年の節目に、また人生の節目節目に“季節を盛る”“言葉を盛る”“心を盛る”ことを言います。
行事とは行うことであり、先人の霊を招き、客人を招き、感謝の心を供すること。
その時々の季節にあわせて野菜や果物、花などを盛って、もてなしを形にし、心を込めて表します。

麦
の
豊
穣

七
月
七
日
は
五
節
供
の
一
つ
七
夕
。

旧
暦
で
は
初
秋
、
夏
の
農
作
物
の
収
穫
期
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
穫
れ
る
麦
か
ら
で
き
た
食
物
に
、

願
い
を
書
い
た
短
冊
と
笹
の
葉
を
添
え
た
室
礼
。

五
色
そ
う
め
ん
の
色
は
、

五
行
の
木
、
火
、
土
、
金
、
水
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
食
物
は
、

神
様
に
お
供
え
し
た
後
に
、

畑
の
豊
穣
に
感
謝
し
な
が
ら
皆
で
い
た
だ
き
ま
す
。

直
会
（
な
お
ら
い
）
と
言
い
、

そ
こ
ま
で
を
含
め
て
神
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

提供：室礼三千（しつらいさんぜん）
東京都杉並区浜田山3-16-5　Tel 03-3304-7020（火～土曜日午前10時～午後5時／日・月曜定休日）●体験教室もあります

山本三千子先生の著書：「室礼おりおり」（NHK出版）、「暮らしの室礼十二か月」（淡交社）、「［四季の行事］のおもてなし」（PHPエル新書）ほか。

受
講
の
感
想

　

ま
ず
七
夕
の
由
来
を
学
ぶ
。
古
代
で
は
布
を
織
る
こ
と
は
神
聖
で
あ
り
、
織

り
あ
が
っ
た
布
を
棚
に
供
え
た
こ
と
か
ら
の
語
源
「
棚た

な

機は
た

」。
夏
の
作
物
豊
穣
へ

の
感
謝
。
そ
こ
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
織
姫
・
彦
星
の
伝
説
と
乞き

巧こ
う

奠で
ん（

学
問
や

針
仕
事
の
上
達
を
願
っ
た
）の
行
事
。
旧
暦
七
月
七
日
の
夕
刻
に
行
う
こ
と
か
ら

「
七
夕
」と
な
っ
た
と
の
こ
と
。
梶（
舵
）の
葉
を
ハ
サ
ミ
で
切
る
。
７
本
の
針
に
赤

い
絹
糸
を
通
す
七
孔（
針
穴
と
の
格
闘
で

願
い
を
込
め
る
余
裕
な
し
）。
死
者
の
魂

を
呼
ぶ
た
め
の
琴こ
と

柱じ

を
立
て
、
徒
花
が
な

い
茄
子（
成
す
）を
願
望
筆
の
筆
置
き
に
。

書
い
た
願
い
事
は「
平
穏
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
」
と
「
一日
一日
を
大
切
に
、
そ
し
て

楽
し
く
」。
代
理
受
講
で
緊
張
し
た
が
、

先
生
の
技
と
庭
の
緑
を
拝
借
し
て
な
ん

と
か
形
に
し
て
み
た
。（
西
山
耕
一）
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